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11/30金
アドヴェント礼拝

9：4０～

12/7金 9：4０～

9：4０～

9：4０～

10：0０～

9：4０～

12/14金

12/11火
保護者会クリスマス礼拝

2013年1/8火
3学期始業礼拝

9：3０～2013年2/4月
聖書を学ぶ会

13：3０～2013年2/18月
合同保護者会

12/18火
クリスマス礼拝

（教諭　多々内 三惠子）

初等部より

11/30金

11：00～12：00
初等部米山記念礼拝堂

アドヴェント・コンサート

12/7金
保護者のためのクリスマス礼拝

15：00～17：30
青山学院講堂12/20木

クリスマス讃美礼拝

18：30～19:30
初等部米山記念礼拝堂

（宗教主任　小澤 淳一）

中等部より

12/18火 
クリスマス礼拝

演奏　中川紫音（オルガニスト）

ハンドベル部と筝曲部の演奏。
一般参加の生徒たちは、入居者の方 と々
賛美や語らいの時をもちます。

パイプオルガンが奏でるクリスマス音楽を
お楽しみください。

保護者聖書の会

14:00～15:30
青山学院講堂

10:50～12:00
西大教室2013年1/23水

特別養護老人ホーム
救世軍恵泉ホーム訪問

14:30～15:302013年1/12土

（宗教主任　西田 恵一郎）

礼拝はページェント形式で行われ、聖歌
隊･聖書朗読などあらゆる奉仕が生徒に
よって進められます。

表紙写真　
2011年度クリスマス・ツリー点火祭

CHRISTIANBOOKS & CDsシリーズ ・ 私の教会 シリーズ ・ キリスト教関連メディア紹介

梅津 順一
大学総合文化政策学部教授

　本多記念教会の名前は、東横線
の車窓から知っている方もいるかも
知れません。代官山駅から渋谷駅
に向かうと、教会の名前が書かれて
ある白い看板が目に入ります。一年
に一人ぐらい、その看板がきっかけ
で教会を訪問される方がいます。道
路でいえば、青山学院西門から十
数分、八幡通りの短大シオン寮の筋
向いの路地を入ったところに教会が
あります。
　本多記念の本多は、今年没後
100年を迎えた明治時代の青山学
院の名院長本多庸一のお名前に
由来します。もっとも、当教会の創立
は戦後で、青山学院院長を68歳で
退任した阿部義宗牧師の提唱で始
められました。戦前の本多記念青山
教会をぜひ再建したいとの願いが
あったのです。教会員は青山学院
卒業生の割合が高く、青山学院の
校風とも似て、穏やかで温かい雰囲
気に包まれています。
　教会は神の家族といわれます。イ
エス・キリストを主と仰ぐ家族。夫婦
が約束して新しい家族を築くように、
主との約束によって神の家族に加え
られます。それでは実の家族をない
がしろにすることはないか。しかし、
実の親子も愛憎あい半ばしてなか
なか難しいもので、実の子も神から
託されたと考えて接すれば、きっとよ

りよい関係が築けます。
　教会は「ノアの箱舟」にもたとえら
れます。神から呼び集められた者た
ちが、この世の荒波をいっしょに乗り
越えて、新しい天地に行きつくので
す。小さな教会ですから、大船に乗
ったつもりで昼寝をしているわけには
いきません。でも、オリーブの葉をくわ
えた鳩が舞い降りて来るかもしれま
せん。
　とはいえ、教会とは教会員のため
のものではありません。主なる神は、
信じる者にも、信じない者にも、太陽
を昇らせ雨をふらせ、神のもとへと招
いておられる。教会には地域社会の
なかで、神に託された使命がありま
す。当教会も、ヘンデル・メサイアによ

る音楽礼拝や、震災復興のための
チャリティ・コンサート、それに地元で
人気のバザーなど、開かれた教会
であることに努めています。
　日本の教会は、よく気がつく牧師
夫人によって支えられているといわ
れます。教会の細部に眼を行き届か
せて、問題を素早くキャッチして、機
敏に対応。しかし、当教会は主任牧
師が女性、実をいえば私の妻で私
が牧師夫君（？）。眼は中空をにらん
で、動作も緩慢。目下、あたらしいタイ
プの牧師夫婦像を模索中ですが、
その結果はいかに？ぜひ一度、日曜
日午前十時半からの主日礼拝にお
出でください。当教会のホーム・ペー
ジも、ご覧ください。

　この講演会は２０１２年３月８日
に保守バプテスト同盟仙台聖書
バプテスト教会にて収録された。
東日本大震災から一年、クリスチ
ャン・ジャーナリストのフィリップ・ヤ
ンシー（Philip Yancey）氏が被
災地を視察した後、大震災によっ
てもたらされた言い尽くせぬ苦し
み・悲しみ・不条理の経験、そして
そこから来る、「神は不公平なの
か、神は沈黙しておられるのか、
神は隠れておられるのか」という
問いかけに向き合った講演であ
る。ヤンシー氏は１９４９年生まれ、
「Christianity・Today」誌の編集
顧問を務め、世界で１４００万部の
売り上げ部数をあげている。氏は
現在、アメリカはコロラド州デンバ
ー在住であるが、私自身も三年余
り住んでいたことがあり、親しみを
覚え、ヤンシー氏の著作が何冊か
手元にある。
　ところで、未だ、被災地は経済
復興という面でも多くの課題を抱
えたままである。１９兆円という予
算が計上されたにもかかわらず、
何故、この地に行き渡っていない

のかと、ため息がでるほど、暗澹た
る気持ちになる。多くの人の心の
奥に未解決の問題が潜んでいる
ことであろう。何故、あの津波が東
北の北部だったのか、何故、自分
のかけがえのない家族が失われな
くてはならなかったのか、との問い。
そして生き残った者の心の中を風
が通っていくように、かきむしるよう
な寂しさ、虚しさが過ぎていくことで
あろう。
　ヤンシー氏はこの問いに真正面
から臨んでいく。ときに理不尽な出
来事がある。でも神は不公平なお
方ではない。人が涙するとき神も涙
されておられる。死はけっして神が
願っていることではない。むしろ「不
自然なこと」なのである。イエス様は
死というものに向き合って涙された

（ラザロの死、エルサレムの死、ご
自身の十字架の死）。この不完
全な世界にいるからこそ経験する
苦難を通して、神の心を感じること
が出来るのだと、氏は言う。人は何
故と問う。しかし、それは神に任せ
よう。むしろ、神はあがなうこと（再
び創り直すという意味で）がお出
来になる方であるというところに焦
点を当てようと言うのだ。神は万事
を益としてくださる。神は死と現実
に勝利してくださった。その神に焦
点を当てようと奨めている。
　このDVDを見ながら、私もまた、
その会場にいるような気持ちにな
り、苦難を通して意味あるものを生
み出してくださる神を信じる喜びが
心に溢れてきた。
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『神を信じて何になるのか』

川島 祥子
幼稚園主事

DVDソフト

東日本大震災フィリップ・ヤンシー講演会
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ボストンに留学していた頃、毎年クリスマスには、教授や友人宅に招かれ、家族の一員のように
過ごさせていただきました。欧米のクリスマスは、日本のお正月のように家族・一族全員が集まる
ときだと実感しました。家族全員で教会に行き、おいしいご飯を食べ、プレゼントを広げ、ゲームを
してくつろぐときです。今回のクリスマス特集には英語の記事が二つもありますが、どの記事も
じっくり読んでいただけましたら幸いです。

シリーズ地の塩、世の光

エスぺランサ・スポーツクラブ総監督、元サッカーアルゼンチン代表

5月22日、大学チャペルウィーク（相模原キャンパス）
礼拝での証詞より

ホルヘ・アルベルト・オルテガ

もう一度やり直す
　アルゼンチンでは男の子が生まれると、サッカー
選手になってほしいという願いがあって、家族中
からボールを10個くらいプレゼントされます。私も幼
少の頃からずっとサッカーをやってきて16歳の時
に大きな転機がやってきました。
　16歳の時にプロサッカー選手の道を選ぶか他
の道を選ぶかという選択を迫られ、母に相談しまし
た。クリスチャンの母は「祈ってすべて神様に伝え
なさい。私に話しているように神様にお話しすれば
大丈夫。自分の夢をすべて神様に話しなさい。」と
言われました。そして、プロサッカー選手の道に進
みたいと考えた私は神に祈りましたが、周囲から
はこんな小さな町からプロの選手が出るわけがな
いと言われました。しかし、私にはプロになるだけで
なく、アルゼンチンの代表選手になるというもっと大
きな夢がありました。人は小さな夢ではなく大きな
夢を持つべきです。そして、そのビジョンに向かっ
て進むことがとても大事です。自分の能力は自分
では気づかないこともあります。聖書に神様は人を
「神の姿に似せて造られた」（創世記1章）とありま
す。ですから、神様は私たち一人ひとりにそれぞれ
素晴らしい賜物を与えてくださっているのです。う
まくいかなくても決して諦めてはいけません。
　私は16歳でプロ選手になる決断をする時、神
様に祈りました。プロ選手を目指すためには自分の
生まれた小さな町（夜になると真っ暗で車も走って
いない）からブエノスアイレスという大きな都市に
出なければならなかったので、私にとってはとても

不安でした。しかし、私は自分の目標をはっきり持っ
て、ビジョンに向かって努力を重ねてきました。その
結果、プロ契約をすることができたのです。故郷に
いた頃は活躍してもたまに友達から「おめでとう」
と言われる程度だったのが、プロになると、一変し
て、大勢の人の前で記者会見をしたり、感想を聞
かれたり、満員のスタジアムでみんなが私の名前
を叫んで応援してくれたりしました。また、アルゼン
チン代表になって、あのマラドーナ選手と一緒にサ
ッカーをすることができました。これも最後まであき
らめずにビジョンに向かって頑張ったからこそ実
現できたことです。これらのことはすべて神様に祈
って、賜物として与えられたサッカーを一生懸命や
った結果でした。
　ルカによる福音書５章２節には、「イエスは、二そ
うの舟が岸にあるのを御覧になった。漁師たちは、
舟から上がって網を洗っていた。」とあります。この
「網を洗う」所が大切です。洗っておかないと次の
漁に使えないからです。漁師たちは夜通し漁をし
たけれど、何もとれず諦めて網を洗っていたと思
います。疲れ切っていたでしょう。しかし「イエス様
がおっしゃるなら」と、気を取り直してもう一度網を
降ろしました。すると網が破れそうになるほどに魚
がとれたのです。漁師たちは、最初は自分の力で
できなかったこともイエス様の言ったことを信じて
行なった時に成功しました。皆さんも神様によく祈
って、自分の夢を実現するために今、チャレンジし
て頑張ってください。

ルカによる福音書　第5章 2節

イエスは、二そうの舟が岸にあるのを
御覧になった。
漁師たちは、舟から上がって
網を洗っていた。
ch.5 : 2 Luke

各界 で活躍するクリスチャン The United Church of Christ in Japan  Honda Memorial Church

海外キリスト教事情

（大学宗教主任　福嶋 裕子）
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５８分収録　
製作・発売元
ライフ・クリエーション（いのちのことば社）

（DVDソフトは宗教センター所蔵）

日本基督教団

本多記念教会

交通 ● 東横線「代官山」駅から徒歩約6分
● 渋谷駅東口より東急バス〈渋71系統〉
　「鉢山中東」バス停下車

〒150-0034　東京都渋谷区代官山町8-2
電話 : 03-3463-6779
ホームページ : http://home.e03.itscom.net/hondamem/

至明治通

正面口

東口 至渋谷
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代官山
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本多記念教会
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Christmas is coming soon, and it is a special 
season of the year for us. Have you ever 
thought about the seasons of the church 
year? When and how did the Christian 
holidays appear1?

The oldest Christian celebration2 is Sunday 
worship3. We read in the Bible that the first 
Christians met on the first day of every week. 
They did this because Jesus rose from the 
dead4 on that day. So every Sunday Chris-
tians remember that Jesus rose from the 
dead, and that God’s love is stronger than 
death.

Writers from the second century5 tell us that 
Christians identified6 one Sunday for special 
celebrations of this event. This Sunday is the 
most central Sunday of the year for Chris-
tians. It is the holy day (holiday) which we call 
Easter. Jesus died and rose again at the time 
of the Jewish Passover7, so early Christians 
used the lunar8 Jewish calendar to identify 
the date for Easter. Today the moon is still 
used to find the date for Easter, so every year 
it is on a different date.

We don’t know about any Christmas celebra-
tions before the fourth century. Around that 
time two traditions9 appear together, the 
celebration of Christmas on December 25, 
and the celebration of Epiphany on January 
6 . These two holidays follow the solar10 
calendar, so their dates never change.

If we count the days between December 25  
and January 6, we find that the Christmas 
season actually has twelve days! There are so 
many days to celebrate! I like to sing Christ-
mas songs and listen to the Christmas stories 
from the Bible. When I sing the songs, the 
words come from my own mouth, and I 
become the storyteller. When I hear the 
Christmas stories every year, I feel that we are 
re-living them, not repeating them.

I remember the Christmas when I was four 
years old. It was about a month after my 
baby sister was born and died from a heart 
problem. Our house was quiet that year. My 
grandparents visited. Sometimes Grandma 
Lois sang to my little brother and me. One 
evening we turned on the Christmas tree 
lights and sang “Silent Night” together.

Then, while we were singing, I felt it: a baby 
is so weak and small.

At Christmas we celebrate the birth of Jesus. 
The Bible tells us that Jesus was God’s 
Chosen11 One, God’s own Child. He was 
born to save. That is good news. But he was 
also a weak, tiny baby. He was as small and 
helpless as we are. He understood us. And 
the prophet12 Isaiah said his name was “God 
with us.”

Jesus is “God with us.” That is the good 
news of Christmas. 

I was born into a Christian family who 

attended church every Sunday. From my earli-

est memories I recall the services. The music 

inspired me to sing my heart out, even if I 

could not read the words.

I grew older and entered parochial1 school 

run by my church. There were nine grades  

counting Kindergarten. 

A special time for us was December. We read-

ied for the Christmas program to be 

performed in church. And when the final day 

to perform came, we were nervous but confi-

dent we could do a good job. Watching the 

other grades perform was great, too; the big 

kids with their matured2 voices and complex 

harmonies, and the little ones singing with 

enthusiasm3 and maybe some talent. 

Soon it was time for the special Christmas Eve 

service. My Dad came home early from work 

so we could attend. I went to church every 

Sunday, but this was special. I knew the story 

by heart4 but listened attentively5 as the 

pastor spoke of the events leading up to 

Jesus’ birth. Soon it was all over and each 

family went home to prepare for Christmas in 

its own way. My family celebrated the “Santa 

Claus version” of Christmas after the service 

on the 24th. Most kids opened presents on 

Christmas Day, but I couldn’t wait for Santa’s 

visit, and he obliged6 by timing his arrival and 

departure before we got home from church. 

Oh, boy, the presents!

And then it was back to church for the Christ-

mas service. If you thought the Christmas Eve 

service was good, try Christmas Day. They 

even had trumpets accompanying7 the 

organist and choir. Great blasts8 of joyful 

music filled the air. After church it was to my 

aunt’s house for Christmas dinner. Everyone 

was filled with the spirit of Christmas. 

I mentioned Santa Claus above. Of course I 

was surrounded by the commercial version9 

of Christmas. I loved getting presents and 

loved to see the beautiful decorations in 

stores, on streetlights, and on people’s 

houses. 

But does the commercial version outweigh10 

the real Christmas in importance? 

Definitely11 not! When I think of Christmas, I 

think about gifts, both giving and getting. 

There is a jewelry commercial in the U.S. that 

has as its catch-line, “Give the gift that lasts12 

forever.” Yes, that is what God has done. He 

has given us eternal life13 through the birth 

and death of His only Son.
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英語で知るキリスト教

James W. Pagel
大学理工学部准教授

Memories of  Christmas 
as a Young Christian

Karin Johnson
中等部講師

God With Us



高等部より

女子短大より

大学より

本部より

12/19水　

メッセージ　キャロル・サック
　　　　　　（アメリカ福音ルーテル教会宣教師）

クリスマス礼拝

ホワイトキャンプ（高等部伝道キャンプ）

（宗教主任　相良昌彦）

12/22土
オルガン部、聖歌隊、ハンドベル部の演奏。

クリスマス合同コンサート
15：00開演（14：30開場）
PS講堂

10：00～12：00
PS講堂

13：00～14：30
ガウチャー記念礼拝堂

クリスマス礼拝

（女子短大宗教活動センター）

12/20木

11/30金
クリスマス・ツリー点火祭
～降誕を待ち望む礼拝

（宗教センター事務室　平野 修一）

相模原キャンパス16：30～
青山キャンパス　17：20～

11/27火　
Ａｒｔ クリスマス Ａｏｙａｍａ

短大
ギャラリー他

教職員新年礼拝

ランチタイム・コンサート

11/27火 12:35～13:05

演奏　坂戸 真美（大学オルガニスト）
ウェスレー・チャペル

クリスマス礼拝

12/18火 18:00～

説教　左近 豊（聖学院大学・チャプレン）
ガウチャー記念礼拝堂

15:00～
ガウチャー記念礼拝堂

14:00～
ガウチャー記念礼拝堂

オルガニスト養成講座
受講生発表会

12/17月 18:15～

講座受講の学生によるパイプオルガン発表会。

ウェスレー・チャペル

12/20木 17:50～

説教　髙砂 民宣（大学宗教主任）
ウェスレー・チャペル

クリスチャン家庭に滞在し、現地校で英
語研修、日曜日には礼拝出席とキリスト教
や異文化の体験をします。また、地元の小
中高生とも触れ合いの時があります。

12/5水

3/2土2013年2/8金

2013年1/4金

2013年1/12土

2013年2/2土
オーストラリア・
クリスチャンファミリー・
ホームステイ・プログラム

（宗教センター事務室　平野 修一）

CHRISTIAN ACTIVITIES
CENTER NEWS
宗教センターだより

18：00～19：00
女子短期大学礼拝堂

聖歌隊・ハンドベルクワイア
クリスマス・コンサート

12/14金

全学院の礼拝として行います。

クリスマスをテーマとした絵画展。
どなたでもご自由においでください。

6日 松原湖バイブルキャンプ
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初等部宗教主任
小澤　淳一
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占星術の学者たちの物語
　イエス様は、ヘロデ王の時代にユダヤのベツレヘムでお生ま
れになりました。その時、占星術の学者たちが東方から星に導
かれてエルサレムにやって来て、ヘロデ王にたずねました。「ユ
ダヤ人の王としてお生まれになった方はどこにおられますか」。
これを聞いたヘロデ王も、エルサレムの人 も々不安を抱きました。
　ヘロデ王は早速、祭司長、律法学者を集め、新しい王の誕生
について調査をさせました。すると、預言者の言葉を見つけまし
た。「ユダの地、ベツレヘムよ、お前はユダの指導者たちの中で
決していちばん小さなものではない。お前から指導者が現れ、
わたしの民イスラエルの牧者となるからである」。
　ヘロデ王は占星術の学者たちを密かに呼び寄せ、その子の
ことを詳しく調べ、見つかったら知らせるように頼みました。「わた
しも行って拝もう」というのです。
　占星術の学者たちの前を東方で見た星が進み、ついにイエ
ス様のいらっしゃるところの上に止まりました。家の中に入って見
ると、母マリアと父ヨセフと一緒に、イエス様がおられました。学者
たちは、ひれ伏してイエス様を拝み、宝の箱から黄金、乳香、没
薬を贈り物として献げました。

　しかし、夢で「ヘロデのところに帰るな」とお告げを受けた
ので、学者たちは別の道を通って自分たちの国に帰っていき
ました。
　占星術の学者たちの訪問の後、天使が夢でヨセフに現れて
「起きて、イエス様とマリアを連れて、エジプトへ逃げなさい。ヘロ
デがイエス様を探して殺そうとしている」と告げました。ヨセフは
すぐに起きて、マリアとイエス様と共にエジプトへ逃げました。
　さて、学者たちの報告を待っていたヘロデ王は、学者たちに
だまされたと知って、大変怒りました。そして、ベツレヘム一帯に
住む2歳以下の男の子を一人残らず殺させました。

ヘロデ王とは？
　ヘロデ王は、いったいなぜイエス様に殺意を抱いたのでしょ
うか。「ベツレヘムにおける幼児虐殺」という悲劇を行ったので
しょうか。
　ヘロデ王は、波瀾万丈の人生を歩んだ人です。一番の悲劇
は、絶えず人を殺さなければならなかったのです。最も有名な
事件は、マリアンメという妻を殺したことです。この妻は、ヘロデ
王が本当に愛したただ一人の妻です。ヘロデ王は死ぬまで、
自分が殺した妻を思い出し、嘆き悲しみました。そして、叔父を
殺し、三人の息子を殺し、自分の義理の父を殺してしまいま
す。自分に身近な存在の人 を々次から次へと殺していくので
す。自分の王位を狙っていると思ったからでした。
　こうしたヘロデ王の行為は、ただ単に権力欲ということだけで
はなく、自分の地位を一生懸命に守るために、自分の愛してい
た者に対する疑いを抱いたのです。そういう思いがあるので、

かえって自分を受け入れる姿を示さない者に対して苛立ち、自
分も他者を受け入れることができなくなってしまったのです。
　そこへ「新しい王の誕生」のニュースがもたらされたのです
から、ヘロデ王としては徹底的に王位を狙う者を抹殺する必
要があったのです。

2012年の子どもをめぐる問題
　今年も子どもに関する様 な々事件がありました。特に、親の
児童虐待によって命を落とす事件が多くありました。2011年度
には児童虐待の摘発件数は384件、そのうち虐待で児童が死
亡したのは39件に上りました。今年はそれを上回る勢いです。
虐待の理由はさまざまで、泣くのがうるさかった、言うことを聞
かないから躾の一環としてやった、かわいいとは思わなかった
など、耳を疑うような言葉ばかりが並びます。
　このような出来事はどこかかけ離れた問題と考えやすいも
のです。どちらかと言えば、自分とは関係のないところで起こっ
ているように思えます。しかし、これらの問題の根本的な部分
に目を向けてみると、本当にそう言えないのではないかと思う
のです。
　私たちは、自分の人生は自分が決めると思っているところが
あります。そこから自己中心的な生き方が生まれてきます。自分
の思う通りに支配できる「自分の世界」を妨げるものは拒否す
るのです。例えば、大人が子どもを自分の思い通りに育てられ
ると考え、大人の都合の良いように育てようとする傾向がありま
す。そのように育てば、「よい子」と言われ、思い通りにならない
子どもは「悪い子」と言われてしまう。そのように「悪い子」と見

なされた子どもは、排除されていくのです。
　子どもの世界でも同じような現象が見られます。子どもは何
とか大人（親）に嫌われないようにしたいと思っています。大人
の価値観に合わせて生きていくことが、「よい子」となるために
は大切になってきます。そして、自分に向けられた尺度（価値
観）を周りの友だちに向けるようになり、「悪い子」を探すといっ
たことも起こってきます。そして様 な々状況が絡み合い、本当の
自分らしさが分からなくなった子どもは欲求不満になり、最終
的にはそれが「いじめ」となる可能性もあります。

新たに生まれ変わる
　神様がイエス様を通して教えてくださったことは、「愛」です。
この愛は、ある意味では、自分にとって邪魔な人間を引き受け
ることです。自分にとって気持ちのよい人間だけを自分の周り
に集めて、邪魔になる人間を自分から遠ざけていたら、それは
ヘロデ王と同じようになってしまうのです。
　聖書は「愛は寛容であり、情け深い。ねたまない。愛は自慢
せず、高ぶらない。礼を失せず、自分の利益を求めず、いらだ
たず、恨みを抱かない。不義を喜ばず、真実を喜ぶ。すべてを
しのび、すべてを信じ、すべてを望み、すべてに耐える。」（Ⅰコリ
ント13:4-7）と語ります。私たち人間がこのような愛を生きること
は不可能です。しかし、それをすべて引き受けてくださったの
がイエス様です。すべての人の自己中心的な思いを引き受
け、愛し抜いてくださった。それが十字架の出来事なのです。
　クリスマスの出来事は、私たち人間が、神様の愛に生きる者
として新しく生まれ変わるときなのです。

Special issue : Christmas is coming
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いよいよ、一年でいちばん楽しい季節がやって来ます。皆さん、準備はいかがでしょうか。
クリスマスを迎える気持ちを各部の方につづっていただきました。
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　わたしは、ハンドベルの音が
大好きです。わたしが初めてハ
ンドベルの音を聞いたのは、よう
ち園の年少の時のクリスマス礼
拝でした。どんどんひろがって
いく音がすてきだなあと思い、い
つかわたしもハンドベルを演そうしてみたいと思いました。
　初等部3年生の時、ハンドベルクワイアに入りました。初めて
ベルを持ってみて、重いことにおどろきました。おそるおそるふっ
てみると、大きな音が出てびっくりしたけれどうれしかったことを
覚えています。でも、ハンドベルで曲を演そうするのは難しくて、
自分一人で音は出せてもみんなで心を合わせないといい音は
出なくて曲になりません。チームワークが大切だと気がつきまし
た。去年と今年はわたしと同じ学年の部員はいませんでした
が、もっと上手になりたいと思ってハンドベルを続けてきました。
今年は4年生3人、5年生4人とわたしの8人で活動しています。
　もうすぐ大切なクリスマス礼拝です。クリスマス礼拝はハンド
ベルの音で始まります。始まりの曲は特にチームワークが大切
です。みんなで心を合わせ、ひとつになったベルの音が神様に
届くように、心をこめて演奏しようと思います。
　ハンドベルの音が神様、先生、友だちの輪をつなげてくれて
いることに感謝しています。

初等部2年
鈴木 颯人は
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　ぼくは、きょ年のページェント
で、子どものやくをやりました。
高学年の人たちがれんしゅう
しているのを見たらすごくかっ
こよかったです。いっしょに子

どもやくをやるお友だちも、すごくがんばっていました。だから、ぼ
くも、大きなこえを出せるようにがんばりました。でも本ばんちょく前
に、とてもきんちょうしてしまいました。そのとき6年生が、「本ばん
がんばって。」と言ってくれました。それで、きんちょうしなくなりまし
た。ぼくの出ばんになったとき、たくさんの人たちが見てたけれ
ど、きんちょうしませんでした。イエスさまがお生まれになったこと
を考えながら大きなこえでうたいました。
　おわったとき、おかあさんに、「がんばったね。上手だったよ。」
と言われて、うれしかったです。
　しょとうぶでは、毎年ページェントをします。これからも、すてきな
ページェントになるといいです。

中等部2年
鈴木　建暗
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　暗闇に輝くろうそくの炎でできた十字架。去年の
中等部クリスマス礼拝で一番心に残っているのは、
青学講堂いっぱいに広がる、ろうそくの炎の十字架
だ。3年生全員で作るろうそくの炎の十字架から、光
が僕たち一人ひとりに点火された。ろうそくは、身を削
って十字架におかかりになったイエス様だ。そして、
そのろうそくの光が暗闇に広がっていく様子は、まる
でイエス様の愛が、僕たちに、そして世界中に広がっ
ていくようだった。
　イエス様は、全ての人の救いの光となった。そして
僕たちの罪のために十字架におかかりになるほど
に、人を愛して下さった。クリスマスの喜びの中に十
字架、そして復活が準備されていることに神様のご
計画を感じる。
　今年の６月銀座教会で、東京のキリスト教主義学
校の先生と生徒が東日本大震災の被災地のために
祈る「東京―祈りの輪」が開かれた。僕は山本部長
先生と中等部を代表して出席し、宮城県の尚絅学
院の高校生と共に祈りをささげた。その時気仙沼で
全壊した教会の上に立った「流木の十字架」を思い
出した。絶望とがれきの上に、希望と慰めの十字架
が建てられたのだ。僕も復興のために祈り続け、自分
の十字架を負い神様に従う者となりたい。
　僕の名前は「キリストを土台とする建物になるよう
に」という願いを込めて、大叔父である駒場エデン教
会の笹森建美牧師から命名された。宗教主任だった
大叔父は、1970年からこの中等部クリスマス礼拝を始
めたそうだ。僕は幼い頃から教会で羊・羊飼い・博士・
ヨセフをページェントで演じて、クリスマスをお祝いして
きた。特に去年は一番上の姉の百合香に続き、中等
部３年生だった姉の真理香が受洗したことで、更に特
別なクリスマスになった。そして、僕自身も今年のイー
スターに洗礼を受けた。祖母は「あなたには御霊の働
きがすでに備えられていたのね。」と喜んでくれた。
　教会生活、信仰の種を蒔いてくださった学院の先
生方、家族の祈りによって信仰が育てられたことに
感謝している。６代目のクリスチャンとして、信仰のバ
トンを受け取り、自分の賜物を生かして、神様のお役
に立つ生き方をしていきたい。

　「クリスマスって、なあに？」
　11月半ば、この問いを年少組に尋ねてみると「サン
タさんのひ・ケーキをたべるひ」などの答えが返ってき
ます。幼稚園に入園して初めてクリスマスを迎える子
どもたちに、保育者はイエスさまの降誕物語を素話
や絵本などで丁寧に語り、伝えていきます。そして年
少組ではクリスマスの讃美歌を歌い、毎週アドヴェン
ト礼拝をまもり、また園内装飾やキャロリング他、様々
な活動を通して子どもたちが“クリスマスの意味を知
り、イエスさまのお誕生を楽しみに待つ”ことを大切に
考え、過ごします。
　年中組に尋ねてみると、その意味を覚えている子
どももいれば「なんだっけ？」と考える子どももいるで
しょうか。保育者はまた、降誕物語を丁寧に語ります
が、話を聴きながら「うまごやでうまれたんだよね」と思
い出したり、讃美歌を「ねんしょうさんのときにもうたっ
たよね」と耳慣れた讃美歌として喜んで歌う姿から
は、年少時の経験の上に、年中組として経験を重ね
ていることを感じます。年中組では“クリスマスを楽し
みに待つ中で、神様の愛を感じる”こと、“クリスマスの
喜びを皆で心を合わせて表現する”こと、“社会や世
界の出来事に関心をもつ”ことを大切に過ごします。
　年長組になると、皆がクリスマスの意味を知ってい
ます。幼稚園で３回目のクリスマスです。自分たちが
年少・年中組のときのクリスマス礼拝で観ていた、大
きい組が演じるクリスマスページェントを、いよいよ自
分たちが中心となって行うことを楽しみにしています。
保育者はページェントとは皆で心を一つに合わせ、
神様にお捧げするものであることを子どもたちに伝
え、役決め、台詞や歌、動きなど一つひとつに、子ども
たちと心をこめて準備していきます。年長組ではペー
ジェントとともに“世界中の人 を々救うために神様のひ
とり子イエス様がお生まれになったことを感謝し、皆と
喜びを分かち合って過ごす”こと、“社会や世界の出
来事に関心をもち、自分たちにできることを考える”こ
とを大切に過ごします。
　３年間を通して、それぞれの年齢に合った形で子
どもたちがクリスマスの本当の意味を知り、喜びと感
謝をもって過ごしていくことを祈っています。

高等部3年

野村 祐香
クリスティ
ジョンソン

イ
ブ
の
夜
に

　みなさんが“クリスマス”を感じるのは、どんなとき
でしょうか？点火祭に参加したとき、それとも、お店の
飾り付けが赤や緑に変わったときでしょうか？私は、
家でクリスマスソングが流れるようになると、わくわく
するような、でもどこかほっとするようなクリスマスの
空気を感じます。
　なぜ、歌なのでしょう？実は、私が幼い頃から通っ
ている教会では、クリスマスイブ礼拝のあと、キャロリ
ングに出かけます。子どもたちを中心に20人くらい
で、教会のまわりに住んでらっしゃる方を訪ねなが
ら、教会特製のクリスマス讃美歌集を持って、ろうそ
くの灯りを頼りに讃美歌を歌います。私は、このキャ
ロリングがたまらなく好きです。冬の夜に、みんなで
「寒い」だの「疲れた」だの言いながら、でも誰も途
中で帰ったりしない、そんな時間が大好きなのです。
　みんなコートやマフラーで暖かい格好をして、そ
れでも寒くてお互いに寄り添って。ときどき誰かのろ
うそくの灯りが消えると、誰かがまた火を分けてあげ
て。中学生くらいになると、「めんどくさい」と言い出
す子もいて、でも行ってみるとみんなちゃんと歌って
ます。心があたたかくなって、穏やかなのに、喜びで
踊り出しそうなあの不思議な感覚。
　2000年前のクリスマスの夜、イエス様にお会いし
た羊飼いたちもこの感覚を味わったのかもしれませ
ん。神様がすごく近くにいるような感覚を。
「羊飼いたちは、見聞きしたことがすべて天使の話
したとおりだったので、神をあがめ、賛美しながら帰
って行った。」（ルカ2:20）
　神様を賛美することは、普段の生活の中で簡単
にできるものではないかもしれません。クリスチャンで
ある私も、辛いことがあったときに気が動転してしま
って、神様を責めたくなってしまうこともありました。し
かしそんなときでも、礼拝で、慣れ親しんだ讃美歌を
歌っていると、すーっと心が落ちついていきました。
気持ちが穏やかになって、「大丈夫だ」と静かに強
く思うことができたのです。
　イブの夜、みんなで声を合わせて御子をおくって
くださった神様を賛美するこの時間は、私にとって
最高のクリスマスプレゼントです。

大学　経営学部３年
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女子短期大学
現代教養学科1年
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初等部6年
田中 もえ

　クリスマスというと、私は暗闇の中に光り輝くイ
ルミネーションを思い浮かべます。私が通ってい
た高校では、毎年クリスマスの約1か月前になる
と校庭の前にそびえ立つ大きなクリスマスツリー
の点灯式を行っていました。私は毎年この点灯
式に参加していたので、イルミネーションを毎回
楽しみにしていました。外が暗くなる頃に灯され
るツリーはとても美しく魅力的だったことを覚えて
います。ツリーだけではなく、校舎にはリースやア
ドベントクランツなどたくさんの装飾が飾られてい
るのを見て、この季節がやって来たんだなと実感
することが出来ました。
　このようなたくさんの装飾の光を、イエスが生ま
れた時代には見ることが出来たでしょうか。きっと
昔は今のような明るい街並みではなかったことで
しょう。約2000年前、真夜中の暗い中でイエスが
誕生した、決してきれいとは言えない薄汚い馬小
屋に、羊飼いや博士たちが次 と々集まってきたの
はなぜだったのでしょうか。それは、夜空に光り輝
く大きな星を見つけたからです。彼らは光によって
導かれたのです。
　私は、昨年の教会のクリスマス礼拝での説教を
聞いたとき、このような言葉を伝えられたのを思い
出しました。「光の子として歩みなさい」。この言葉
を通して牧師は、どんなに暗闇の恐怖の中にいて
も主を信じる者一人一人の心の中には常に光が
灯されている、そしてその中に主がいらっしゃるの
だということを伝えました。「いつでも私たちの心の
中には主がいる」。その事を聞くだけで私は安心
しました。誰でも落ち込んだり不安の中に陥ったり
と暗い気持ちになる事がありますが、主が私たち
にそれぞれ良い道へ照らしてくださるということを
知った時に、人はそれぞれの光によって導かれて
今を過ごしているという事に感謝しなければなら
ないと感じました。
　皆さんにも、それぞれのクリスマスの過ごし方が
あると思いますが、心の中にはいつも主が居てく
ださり、それぞれに光が灯っているという事を意識
して過ごしてみてはいかがでしょうか。

　私の教会生活に触れながら、「私にとってのクリスマス」をお
話ししたいと思います。
　私はクリスチャンホームに生まれ、物心つく前から家族で教会
に行っていました。私の教会にはCS（Church School）がありま
す。CSとは子どもたちがイエス様のこと・聖書の御言葉を学ぶ
場であり、神様と触れ合う時間です。
　クリスマスの１ヶ月前になると、CSではクリスマスに関わる出し
物を準備し始めます。子どもの頃の私は、ハンドベルを使って賛
美したり、イエス・キリストの誕生劇をしたりと、いろいろなことをし
ました。CSや礼拝を通して次第にクリスマスがイエス・キリストの
誕生をお祝いすることだと知るようになりましたが、クリスマスに
込められている意味を理解できていませんでした。正直に言う
と、クリスマスはおいしいものが食べられる時としか思っていな
かったのです。
　中学３年生の時、私は腸閉塞になりました。両親が共働きの
ためもあり発見が遅れ、病院に着いた時には発症してから６時
間が経過していました。炎症は小腸全体に広がっており、医師
からは「手術すれば確実に治る。しかし点滴だと治るか分から
ないぞ。」と言われました。私は「手術は痛いから嫌だ。点滴の
方がいい。」と答えると、医師は険しい顔をしました。「点滴で無
事に治してください。イエス様助けてください。」と初めて心から
祈りました。そして何時間も点滴を受け続け、次の日には炎症は
消え、元の生活に戻れました。今もその後遺症はありません。
　この経験を通して、私はイエス様によって生かされたと心から
感じ、イエス様と繋がっていたい、もっともっとイエス様のことを知
りたいと思い、聖書と向き合い始めました。
　イエス様は何も罪がない御自分を犠牲にして、私たちのため
に十字架にかかり、罪を赦してくださったのです。それほどまでイ
エス様は、私たちのことを愛してくれている。だからクリスマスは、
イエス様の誕生を祝うのだと、本当の意味を理解しました。イエ
ス様がいなかったら、あの時に私は死んでいたかもしれません。
　現在私は、CSの教師をしています。CSに来ている子どもた
ちは、クリスマスはイエス・キリストの誕生をお祝いすることだと
は知っていても、込められている意味までは理解していないよ
うに思います。
　私が生きてきた20年という短い経験の中で、神様から与えら
れた恵み。この恵みを子供たちに伝えていき、いつかは共に心
からクリスマスをお祝いできるようになりたいと思っています。こ
れが今の私にとってのクリスマスです。

特集  待ちに待ったクリスマス
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